
（別記様式第１号） 

 

計画作成年度 

 

令和７年度 

 

計画主体 

 

山形県白鷹町 

 

 

 

 

 

 

 

 

白鷹町鳥獣被害防止計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞ 

担当部署名 白鷹町林政課 

所在地 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲８３３ 

電話番号 ０２３８－８５－６１２５ 

ＦＡＸ番号 ０２３８－８５－２５０９ 

Ｅ-mail  rinsei@so.town.shirataka.yamagata.jp  

 

 

（注）１ 共同で作成する場合は、すべての計画主体を掲げるとともに、代表となる計画

主体には（代表）と記入する。 

２ 被害防止計画の作成に当たっては、別添留意事項を参照の上、記入等すること。 
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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 ツキノワグマ、イノシシ、ハクビシン、タヌキ、 

ニホンザル、ニホンジカ、ハシブトガラス・ハシボソガラ

ス（以下カラスと表記）、ヒヨドリ、カワウ、アオサギ・

ゴイサギ（以下サギと表記） 

計画期間 令和７年度～令和９年度 

対象地域 山形県西置賜郡白鷹町地内 

（注）１ 計画期間は、３年程度とする。 

   ２ 対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画作成する全ての市町村

名を記入する。 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和５年度） 

鳥獣の種類 

 

被害の現状 

品 目 被害数値 

ツキノワグマ 

 

 

リンゴ、ブドウ、モモ、カキ 

赤スモモ、スイカ、カボチャ 

デントコーン、トウモロコシ 

配合飼料、西洋梨、和梨 

被害面積：５３０ａ 

被 害 量： 

１２６，３３０ｋｇ 

被 害 額：５，２５０千円 

イノシシ 水稲、水田の畦畔破壊、田畑

の掘り起し、デントコーン 

ジャガイモ、サツマイモ 

タケノコ 

被害面積：２４０ａ 

被 害 量：４３，６９０ｋｇ 

被 害 額：１，０６１千円 

ハクビシン サクランボ、ブドウ 被害面積：９０ａ 

被 害 量：１８０ｋｇ 

被 害 額：４４０千円 

タヌキ ‐ ‐ 

ニホンザル ‐ ‐ 

ニホンジカ ‐ ‐ 

カラス リンゴ、西洋梨、 

ブドウ、モモ、 

牛舎への侵入 

被害面積：４１０ａ 

被 害 量：１，９７５ｋｇ 

被 害 額：６７６千円 

ヒヨドリ サクランボ、リンゴ、 

モモ、アケビ 

被害面積：８０ａ 

被 害 量：１４４ｋｇ 

被 害 額：１９７千円 

カワウ・サギ 内水面魚類（アユ等）、水稲 被 害 額：１，７８２千円 

（注） 主な鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、

水産業に係る被害を除く。）等を記入する。 
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（２）被害の傾向 

ツキノワグマ 

出没・被害にはその年のブナ類の豊凶状況によりばらつきがあるが、依然

増加傾向にあり、被害は恒常的に発生している。被害は、リンゴ、ブドウ、

モモ、ナシ、デントコーン、畜産用の配合飼料など多岐にわたっている。

また、人の生活圏への出没も相次いでおり、令和５年度には町内山口地内

において人身被害が発生している。 

イノシシ 

近年、目撃・被害情報が多数報告されており、生息頭数は年々増加傾向

にある。被害対策として、電気柵の整備や環境整備を推進し、有害捕獲用

わなの増設による捕獲圧の向上を図っているが、生息範囲は拡大してい 

る。今後も個体数の増加と農作物等（収穫前の米、イモ類、飼料作物、水

田の畦畔破壊等）への被害が懸念される。 

ハクビシン 

  町内全域で農作物被害が確認され今後も被害の拡大が懸念される。被害  

 対策として、一部で電気柵を整備している。被害は、サクランボ、ブドウで

ある。 

タヌキ 

  町内全域で農作物被害が確認され、今後も被害の拡大が懸念される。 

被害は、農業用の被害は確認されていないが、住民から自家用作物の被害

について報告を受けている。 

ニホンザル 

近隣市町で被害が深刻化しており、稀に本町でも目撃情報があることか

ら、今後は個体数の増加と農作物への被害が懸念される。 

ニホンジカ 

町内において目撃されているが、農作物被害は確認されていない。農作物

の他に森林における被害も懸念されるため、今後生息状況を注視したい。 

カラス・ヒヨドリ 

町内全域で農作物被害が確認され今後も被害の拡大が懸念される。被害

は、リンゴ、西洋梨、ブドウ、モモ、サクランボ、アケビの他、肉用牛で

ある。 

カワウ・サギ 

町内の漁業産物に被害をもたらしており、近年では漁獲量の減少も見受

けられる。その行動範囲の広さから、広域的な対策を講じる必要がある。 

（注）１ 近年の被害の傾向（生息状況、被害の発生時期、被害の発生場所、

被害地域の増減傾向等）等について記入する。 

   ２ 被害状況がわかるようなデータ及び地図等があれば添付する。 
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（３）被害の軽減目標 

指標 現状値（令和５年度） 目標値（令和９年度） 

ツキノワグマ 被害面積：５３０ａ 

被 害 量：１２６，３３０ｋｇ 

被 害 額：５，２５０千円 

被害面積：４８０ａ 

被 害 量：１１３，７００ｋｇ 

被 害 額：４，７３０千円 

イノシシ 被害面積：２４０ａ 

被 害 量：４，３６９ｋｇ 

被 害 額：１，０６１千円 

被害面積：１７０ａ 

被 害 量：３，０６０ｋｇ 

被 害 額：７４０千円 

ハクビシン 被害面積：９０ａ 

被 害 量：１８０ｋｇ 

被 害 額：４４０千円 

被害面積：８０ａ 

被 害 量：１６０ｋｇ 

被 害 額：４００千円 

タヌキ ‐ ‐ 

ニホンザル ‐ ‐ 

ニホンジカ ‐ ‐ 

カラス 被害面積：４１０ａ 

被 害 量：１，９７５ｋｇ 

被 害 額：６７６千円 

被害面積：３７０ａ 

被 害 量：１，７７０ｋｇ 

被 害 額：６００千円 

ヒヨドリ 被害面積：８０ａ 

被 害 量：１４４ｋｇ 

被 害 額：１９７千円 

被害面積：７０ａ 

被 害 量：１３０ｋｇ 

被 害 額：１８０千円 

カワウ・サギ 被 害 額：１，７８２千円 被 害 額：１，４２０千円 

（注）１ 被害金額、被害面積等の現状値及び計画期間の最終年度における目

標値を記入する。 

   ２ 複数の指標を目標として設定することも可能。 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に

関する取

組 

・「鳥獣出没時の対応マニュアル」

（別紙資料）に基づいた 

①情報伝達②現場確認③対策 

と段階ごと対応。 

・捕獲については、「山形県鳥

獣保護管理計画」「山形県ツキ

ノワグマ管理計画」に基づき、

箱わな、囲いわな、くくりわな

を使用した捕獲を実施。 

・ツキノワグマについては、県

許可を基本とし、緊急性を伴う

ものに限り、町長許可による有

・被害が起こった際の迅速な対 

応。 

・猟会会員の高齢化及び後継者育

成。 

・若年層の狩猟免許取得の促進 

・捕獲作業の効率化と省力化の手

段として、捕獲檻等へのＩＣＴ技

術導入の推進 

・捕獲圧を高める為の箱わな等の

整備。 

・捕獲個体の適切な埋設処理につ

いて、埋設場所の適地不足。 
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害捕獲を実施。 

・イノシシについては、町長に 

よる、年間を通じた有害捕獲許可

を発出し、実施隊による捕獲を実

施。また捕獲圧の強化のため、箱

わなの増設を実施。 

・注意喚起については、注意看 

板の設置や広報車による広報活

動を実施。 

・捕獲個体の適切な埋設処理の 

実施。 

・鳥類については、実施隊、地

区住民、漁業協同組合の協力に

より追い払い・捕獲を実施。 

・捕獲数の増加に伴う埋設場所の

確保、新たな処分方法の確立。 

・鳥類被害に対する効果的な対策

の確立。 

防護柵の

設置等に

関する取

組 

・地区が主体となり、地域ぐるみ

で実施する広域電気柵の整備と

管理を推進。 

・農作物を守るため、農業者や住

民に侵入防止柵の設置を推進。 

・鳥獣出没時に実施隊と協力し 

て活動を実施。 

・電気柵等の防護柵の普及が進み、

成果を得ている地域もあるが、農業

者の高齢化などにより、対応ができ

ない地域もある。 

・設置箇所が広範囲となり、設置 

費用及び維持管理において人的、金

銭的負担の増加が懸念される。 

・電気柵等の防護柵の普及が進み、

未整備地区へ被害が移っている。 

・電気柵の盗難被害への対策が必要

である。 

生活環境

管理その

他の取組 

・里山林整備及び緩衝帯整備の 

実施。 

・誘引物の除去の周知。 

・地区住民が主体となって行う 

刈払い及び放任果樹の伐採の推

進。 

・出没、被害のあった箇所を確 

認し、注意喚起の実施。 

・鳥獣の出没状況、被害対策につ

いて地元説明会、研修会を実施。 

・耕作放棄地の増加や里山林等の

緩衝帯の荒廃化による野生鳥獣の

市街地への出没が懸念される。 

・藪の刈払いによる緩衝帯の整備、

放任果樹の除去等の集落環境整備

の推進を行っているが、地域によっ

て取組み意欲への偏りがある。 

・地域住民による追払い活動等の協

力が必要である。 

（注）１ 計画対象地域における、直近３ヶ年程度に講じた被害防止対策と課

題について記入する。 

   ２ 「捕獲等に関する取組」については、捕獲体制の整備、捕獲機材の

導入、捕獲鳥獣の処理方法等について記入する。 

３ 「防護柵の設置等に関する取組」については、侵入防止柵の設置・ 
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管理、追上げ・追払い活動等について記入する。 

４ 「生息環境管理その他の取組」については、緩衝帯の設置、放任果 

樹の除去、鳥獣の習性、被害防止技術等に関する知識の普及等につい 

て記入する。 

 

（５）今後の取組方針 

・町内の関係機関で組織する白鷹町鳥獣対策協議会において、被害防止に向け

た情報交換や対策の検討を継続していく。 

・農地周辺の藪等の除去や耕作放棄地の解消、森林の間伐や下刈り等の適正管

理により、有害鳥獣が近づきにくい環境づくりを推進する。 

・有害鳥獣の誘引要因となる未収穫野菜、生ゴミ、廃棄果実の放置、放任果樹

等の除去、侵入防止柵の設置の推進を行う。 

・電気柵等の防護柵の整備については、整備後の維持管理体制を含め地域ぐる

みでの取組みを推進する。 

・農林水産業被害防止に向けて、白鷹町鳥獣被害対策実施隊を中心に追い払い

及び捕獲活動を実施する。捕獲においては、山形県鳥獣保護管理事業計画と

各種管理計画との整合性を図りながら、効果的な捕獲を実施する。 

・地域住民等と連携して追払い活動を実施する。 

・出没が少ないニホンジカ、ニホンザルについては、目撃情報や被害状況等情

報収集に努める。 

・捕獲活動の省力化、効率化を図るため、ＩＣＴ技術を活用した捕獲を推進 

する。 

・捕獲の担い手確保を図るため、新規狩猟免許取得者（特に第１種銃猟免許取

得者）に対する支援対策を推進する。 

・捕獲圧を高める為、箱わなの増設を検討していく。 

・内水面魚類に被害を引き続き与えるカワウ・サギ等については、漁業協同組

合を中心とする飛来数等調査を行い、有効な追い払い及び捕獲を実施する。 

・有害鳥獣処理施設の整備を推進する。 

（注） 被害の現状、従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、被害軽減目標

を達成するために必要な被害防止対策の取組方針について記入する。

（ICT（情報通信技術）機器や GIS（地理情報システム）の活用等、対策

の推進に資する技術の活用方針を含む。）。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

住民、関係団体、各地区からの情報をもとに白鷹町鳥獣被害対策実施隊の協力を得

て捕獲を実施する。実施隊員が捕獲活動を行う際、現場で所持する銃器については、

ライフル銃（特定ライフル銃を含む）以外の猟銃を基本とするが、捕獲が困難な個体

の場合、ライフル銃を所持し、周囲や同行者の安全確保に努め捕獲を実施する。 

（注）１ 鳥獣被害対策実施隊のうち対象鳥獣捕獲員の指名又は任命、狩猟者
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等の外部団体への委託、わなの見回り補助等による捕獲者のサポート

等による対象鳥獣の捕獲体制を記入するとともに、捕獲に関わる者の

それぞれの取組内容や役割について記入する。 

   ２ 対象鳥獣捕獲員を指名又は任命する場合は、その構成等が分かる資

料があれば添付する。 

   ３ 捕獲等を推進する上で、被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に

従事している者にライフル銃を所持させる必要がある場合には、その

ことについて記入する。その際、特定ライフル銃と特定ライフル銃以

外のライフル銃を区別する必要がある場合は、そのことが分かるよう

に記入する。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

Ｒ７ イノシシ ・新規狩猟免許取得補助 

・捕獲用具の購入及び整備（地区ごとの箱わな設置等に

よる効果的な捕獲活動） 

・ＩＣＴの活用（ＩＣＴわな、わな用の送受信機等） 

ツキノワグマ ・新規狩猟免許取得補助 

・捕獲用具の購入及び整備（実施隊が安全かつ効率的に

捕獲活動ができるわな等の整備） 

アオサギ・ 

カワウ 

・新規狩猟免許取得補助 

・捕獲活動の推進 

・有害捕獲時の弾代の補助 

その他鳥獣 ・被害状況に応じて捕獲を検討する。 

Ｒ８ 同上 同上 

Ｒ９ 同上 同上 

（注） 捕獲機材の導入、鳥獣を捕獲する担い手の育成・確保等について記入

する。 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

白鷹町鳥獣被害防止計画、山形県が定める山形県鳥獣保護管理事業計画及び

各鳥獣の管理計画に基づき、捕獲数を把握しながら、目撃、被害状況に応じて、

人的被害及び農林水産業被害の未然防止を基本に、安全かつ効果的な方法によ

り必要最小限の捕獲を行う。 

（注） 近年の対象鳥獣の捕獲実績、生息状況等を踏まえ、捕獲計画数等の設

定の考え方について記入する。 
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対象鳥獣 
捕獲計画数等 

  Ｒ７年度   Ｒ８年度   Ｒ９年度 

ツキノワグマ 
山形県ツキノワグ

マ管理計画による 

山形県ツキノワグ

マ管理計画による 

山形県ツキノワグ

マ管理計画による 

イノシシ  ２００頭  ２００頭  ２００頭 

ハクビシン １０頭 １０頭 １０頭 

タヌキ   １０頭   １０頭   １０頭 

ニホンザル ５頭 ５頭 ５頭 

ニホンジカ ５頭 ５頭 ５頭 

カラス ２００羽 ２００羽 ２００羽 

ヒヨドリ ５０羽 ５０羽 ５０羽 

カワウ ２００羽 ２００羽 ２００羽 

サギ ２００羽 ２００羽 ２００羽 

（注） 対象鳥獣の捕獲計画数、個体数密度等を記入する。 

 

 捕獲等の取組内容 

被害状況や目撃情報に応じて捕獲方法・捕獲場所等を検討し、最も効果が期

待できる方法で実施する。個体数の増加に応じて捕獲用物品の増設を実施する。

捕獲の担い手確保のため、免許取得者の捕獲活動への参加を呼びかける。 新規

狩猟免許取得者への支援として、免許取得に関する費用の補助の拡充を図る。 

（注）１ わな等の捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について

記入する。 

   ２ 捕獲等の実施予定場所を記した図面等を作成している場合は添付す 

る。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

実施隊員が行う捕獲作業にて使用する銃器については、ライフル銃（特定ラ

イフル銃を含む）以外の猟銃を基本とするが、これらの方法での捕獲が困難な

イノシシやツキノワグマの個体については、射程が長く捕獲能力の高いライフ

ル銃を使用する。 

（注）１ 被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者にライフ

ル銃を所持させて捕獲等を行う場合には、その必要性及び当該被害防

止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者による捕獲手段、

対象獣種、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について記入する。 

   ２ 特定ライフル銃と特定ライフル銃以外のライフル銃を区別する必要

がある場合は、そのことが分かるように記入する。 
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（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

白鷹町 イノシシ、ハクビシン、タヌキ、ニホンザル、ニホンジカ、 

カラス、ヒヨドリ、カワウ、サギ 

（注）１ 都道府県知事から市町村長に対する有害鳥獣捕獲等の許可権限の委

譲を希望する場合は、捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣の種類

を記入する（鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別

措置に関する法律（平成 19 年法律第 134 号。以下「法」という。）

第４条第３項）。 

   ２ 対象地域については、複数市町村が捕獲許可権限の委譲を希望する

場合は、該当する全ての市町村名を記入する。 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ハクビシン 

タヌキ 

ニホンザル 

ニホンジカ 

１１，０００ｍ 

県・町補助金、協

議会補助金を活用

した電気柵等の整

備。 

１７，０００ｍ 

国庫交付金、県・

町補助金、協議会

補助金を活用した

電気柵等の整備。 

１７，０００ｍ 

国庫交付金、県・町

補助金、協議会補助

金を活用した電気

柵等の整備。 

（注）１ 設置する柵の種類、設置規模等について記入する。 

   ２ 侵入防止柵の設置予定場所を記した図面等を作成している場合は添

付する。 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 

 

取組内容 

Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ハクビシン 

タヌキ 

ニホンザル 

ニホンジカ 

・広域の電気柵に

ついては、地区協

議会等と侵入防止

柵の管理等に関す

る契約を締結し、

適切に管理する。 

・個人で整備した

侵入防止策につい

ては、維持管理の

・広域の電気柵に

ついては、地区協

議会等と侵入防止

柵の管理等に関す

る契約を締結し、

適切に管理する。 

・個人で整備した

侵入防止策につい

ては、維持管理の

・広域の電気柵につ

いては、地区協議会

等と侵入防止柵の

管理等に関する契

約を締結し、適切に

管理する。 

・個人で整備した侵

入防止策について

は、維持管理の徹底
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徹底を推進する。 

・追払い活動を実

施する。 

徹底を推進する。 

・追払い活動を実

施する。 

を推進する。 

・追払い活動を実施

する。 

（注） 侵入防止柵の管理、追上げ・追払い活動等に関する取組等について記 

   入する。 

 

５．生活環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

Ｒ７ ツキノワグマ 

イノシシ 

ハクビシン 

タヌキ 

ニホンザル 

ニホンジカ 

カラス 

ヒヨドリ 

カワウ 

サギ 

① 農地周辺の藪等の除去や耕作放棄地の解消、

里山林整備による緩衝帯作りを実施し、鳥獣

が人里へ近づきにくい農地環境づくりを推

進する。 

② 誘引要因（放任果樹、未収穫野菜、生ゴミ、

廃棄果実の放置）の除去等の周知及び啓発・

指導を徹底する。 

③ 各鳥獣の被害状況や有効な捕獲方法等の情

報収集に努める。 

④ 鳥獣被害防止に取り組むことができるよう、

地域が主体となって、正しい知識を普及する

ための研修会等を開催する。 

Ｒ８ 

Ｒ９ 

（注） 緩衝帯の設置、里地里山の整備、放任果樹の除去、被害防止に関する

知識の普及等について記入する。 

 

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

白鷹町総務課 関係機関への周知・注意喚起・広報

活動 

白鷹町林政課 現場検証・猟友会への捕獲見回り依

頼・広報活動、捕獲許可 

白鷹町農政課 関係機関への周知・注意喚起、現場

検証の協力 

白鷹町農業委員会 関係機関への周知・注意喚起、現場

検証の協力 

白鷹町教育委員会 児童・生徒への周知・注意喚起 

白鷹町健康福祉課 園児・福祉施設への周知・注意喚起 

山形県猟友会西おきたま支部白鷹分会 実施隊活動・現場検証・捕獲見回り

活動 
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山形県置賜総合支庁 指導・助言・捕獲許可 

長井警察署 被害状況の情報提供、捕獲への協力 

（注）１ 関係機関等には、都道府県、警察、市町村、鳥獣被害対策実施隊、

猟友会等の名称を記入する。 

   ２ 役割欄には、緊急時又は平常時において、各関係機関等が果たすべ

き役割を記入する。 

   ３ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は

生じるおそれがある場合の対処に関して、規程等を作成している場合

は添付する。 

 

（２）緊急時の連絡体制 

「鳥獣出没時の対応マニュアル」（別紙資料）に基づき実施する。 

（注） 緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により

記入する。 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

焼却、減容化処理、埋設及び自家消費等による適切な処理を行う。 

（注） 適切な処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、捕獲等をし

た鳥獣の処理方法について記入する。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 利用に必要な施設や体制の整備に要する費用を上

回る効果が見込むことができないため困難である。 

 

 

 

 

 

ペットフード 

皮革 

 

その他 

（油脂、骨製品、角 

製品、動物園等で 

のと体給餌、学術 

研究等） 

（注） 利用方法ごとに、現状及び目標を記入する。 
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（２）処理加工施設の取組 

 

 

 

（注） 処理加工施設を整備する場合は、年間処理計画頭数、運営体制、食品

等としての安全性の確保に関する取組等について記入する。 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 

 

 

（注） 処理加工に携わる者の資質の向上や、捕獲から搬入までの衛生管理の

知識を有する者の育成の取組等について記入する。 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

鳥獣被害防止対策協議会の名称 白鷹町鳥獣対策協議会 

 

構成機関の名称 役割 

山形おきたま農業協同組合白鷹支店 農業者被害情報の収集・提供と、被害

対策の普及・推進を行う。 

山形県酪農業協同組合白鷹支所 農業者被害情報の収集・提供と、被害

対策の普及・推進を行う。 

西置賜漁業協同組合白鷹支部 漁業者被害情報の収集・提供と、被害

対策の普及・推進を行う。 

白鷹町鳥獣被害対策実施隊 

（山形県猟友会西おきたま支部白鷹

分会） 

有害鳥獣関連情報の提供と捕獲の実

施を行う。 

山形県鳥獣保護管理員（白鷹町担当） 有害鳥獣関連情報の提供と保護の実

施を行う。 

山形県置賜総合支庁産業経済部西置

賜農業技術普及課 

地域の実情にあった効果的かつ効率

的な被害防止対策に関する助言・指導

等を行う。 

白鷹町総務課 地域住民被害情報の収集・提供と、各

機関との連絡調整を行う。 

白鷹町林政課 各機関との連絡調整と、被害対策の普

及・推進を行う。 

白鷹町農政課 農業者被害情報の収集・提供と、被害

対策の普及・推進を行う。 
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白鷹町農業委員会 農業者被害情報の収集・提供と、被害

対策の普及・推進を行う。 

（注）１ 関係機関等で構成する協議会を設置している場合は、その名称を記

入するとともに、構成機関欄には、当該協議会を構成する関係機関等

の名称を記入する。 

   ２ 役割欄には、各構成機関等が果たすべき役割を記入する。 

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関等の名称 役 割 

白鷹町 鳥獣捕獲、各組織との連絡調整 

地域住民代表 被害対策の調査、検討、実施 

山形県置賜総合支庁農業振興課 被害対策のアドバイス 

山形県置賜総合支庁環境課 捕獲数の調整及び捕獲の許可 

長井警察署 
出没・被害時の対応、緊急時の対応

協力 

西置賜ふるさと森林組合 林業被害対策の協力 

おきたま林業（株） 林業被害対策の協力 

（注）１ 関係機関欄には、協議会の構成機関以外の関係機関等の名称を記入

する。 

   ２ 役割欄には、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。 

   ３ 協議会及びその他の関係機関からなる連携体制が分かる体制図等が

あれば添付する。 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

平成 26 年 10 月 1 日に鳥獣被害対策実施隊を設置した。 

実施隊は、本町の職員や山形県猟友会西おきたま支部白鷹分会会長より推

薦のあった捕獲員で組織し、効果的な追い払い及び捕獲に従事するとともに、

被害防止対策の普及啓発を推進する。 

（注）１ 被害状況を勘案し、鳥獣被害対策実施隊を設置する必要があると認

める場合は、その設置に関して設置に向けた基本的な方針や検討の状

況、設置予定時期等について記入する。 

   ２ 鳥獣被害対策実施隊を設置している場合は、鳥獣被害対策実施隊が

行う被害防止施策、その規模、構成、農林漁業者や農林漁業団体職員、

地域住民等の多様な人材の活用策等を記入するとともに、実施体制が

わかる体制図等があれば添付する。 
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（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

必要に応じ、白鷹町鳥獣対策協議会において協議し、関係機関と連携し実施

する。 

（注） 将来的な被害防止対策の実施体制の維持・強化の方針その他被害防止

施策の実施体制に関する事項（地域の被害対策を企画・立案する者の育

成・確保や現場で対策を実施する者の知識・技術の向上等の被害対策に

関する人材育成の取組を含む。）について記入する。 

 

１０．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

関係機関と連携・調整を図りながら、より効果的な被害防止に努めてい 

く。また、捕獲作業の効率化と省力化の手段として、捕獲檻等へのＩＣＴ技

術の導入を進めていく。さらに、処理施設整備の検討を進める。 

被害防止計画は、必要に応じて適宜内容を見直し、変更を行うものとする。 

（注） 近隣市町村と連携した広域的な被害防止対策等その他被害防止施策の 

実施に関し必要な事項について記入する。 


